
「発達障害について理解するために ～事業主の方へ～」 

の効果的な使い方について 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

障害者職業総合センター 職業センター 

（はじめに） 

このリーフレットは発達障害のある方の雇用を促進するために、主に就労支援者

が活用するものです。 

企業向けの雇用啓発のためのリーフレットとしての機能もありますが、一般的に、

啓発のためのリーフレットをただ企業に送付・手交するだけでは障害者の雇用には

つながりにくいものです。 

そこで、このリーフレットは 

１ 利用者本人を積極的に雇用に結びつける 

ための事業主支援ツール 

２ 利用者を取り巻く職場関係者の理解促進

と職場適応につなげるためのツール 

として就労支援者が活用できることを目指し

て作成しました。 

ぜひ、支援ツールとして活用下さい。 

 当機構 HP から本リーフレットをダウンロー

ドできます。 

http://www.nivr.jeed.go.jp/center/report/hattatsu.html  

に く 上 で・・・

職場定着へ

雇用のため
の援護制度
を活用する

障害の特性を知ることから、

支援方法まで

職場での疑問や課題に

お答えします！

使い方は障害者職業総合センター 職業センターのページから・・

職場で
現れやすい
行動・特徴
を理解する

地域の
支援機関を
活用する

特性を
踏まえて
対応する

障害特性を
理解する

表 紙 



リーフレットが活用できる場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者 
支援者 

①相談・評価場面 

②作成 

支援者 

④受入れ後 

企業 
利用者 

支援者 

就職を目指す発達障害のある方の支援において、本

人の障害特性を把握するためのチェックシートと

して活用することで、本人・支援者双方が発達障害

の特性についての理解を深めることができます。 

企業に提供する情報としてリーフレットの該当箇

所に障害特性、配慮事項、支援機関の情報等を書き

込むことができます。（PDF データへの入力も可能）

リーフレットを使い、企業に対して一般的な特性だ

けでなく、利用者自身の障害特性、配慮事項、受入

れのステップ、活用できるサービスについて説明す

ることができます。 

受入れ後も適宜、企業内でリーフレットの情報を共

有し、社内での本人とのかかわり方について、現場

担当者等に理解を促します。 

１ 

利用者 

③面接場面 

企業 
支援者 



リーフレットの活用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ポイント☆ 

● 利用者本人の情報を書き込む際には事前に十分相談を重ねた上で、利用者も同意した内容について記

載します。個人的な情報の取扱には十分な注意が必要です。 

● 障害特性については利用者の自己理解を促した上で、支援者と共通認識ができている情報を書き込ん

でいくことが大切です。障害特性についての理解が不十分であり、支援者側の課題認識と利用者の認

識がずれている場合、その後の支援の効果が得られにくくなります。 

支援機関メモ

採用から職場定着まで、疑問については支援機関にご相談されることが効果的です。

地域によって支援機関や支援のネットワークの状況は様々ですので、ご確認ください。

発達障害のある方の就労に関する支援機関 電話番号 メモ

ハローワーク

地域障害者職業センター

発達障害者支援センター

医療機関

障害者就業・生活
支援センター

家 族

本人

企業

就労に関する支援

生活に関する支援

発達障害のある方の就労・生活・療育
等 にかかる全般的な相談機関
各都道府県に１ヵ所以上設置されている

発達障害のある方の職業相談・職業紹介、
事業主に対する指導・支援を実施している
相談機関

発達障害のある方の職業生活に
かかる相談・支援機関
各都道府県に１ヵ所（北海道・
東京・愛知・大阪・福岡には
支所も設置）設置されている

発達障害のある方の就業・生活の
双方にかかる相談・支援機関
全国各地に設置されている

発達障害の診断、二次障害による
精神疾患等の治療にかかわる

支援機関名 担当者名

住所
〒

電話番号

発達障害のある方の就労に関する支援機関

「発達障害のある方はこんなことで困っています･･･

出勤

★やるべき仕事、理由、手順、役割分担を明確にする

★思わぬところで悩んでいることがあるのでコミュニケーションを大切に

★ルールや決まりを大切にするので変更がある時は前もって伝えておく

★良い評価は良い仕事につながる

★注意や指示は遠慮無く、落ち着いて、具体的に

力を発揮して貰うためには･･

発達障害のある社員さんの1日

仕事
開始

新しい仕事
発生！

職場での１０の疑問に答えます！」①

は

支援ポイントです。

１ 出勤の際に

①朝の準備、段取り
が下手な人も･･

①出勤の準備は毎日同じく、
最低限に

財布？携帯？昨日カバンから
出してどこにおいたっけ！

②就寝・起床が遅く
なり、遅刻してしまう
ことも･･

③出社に不安のある
人も･･

③本人の悩みどころ
の聞き取りをする

また仕事失敗しちゃうかも･･
きつく言われなければいいな

ついついインターネットに
熱中しちゃって

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②夜のＰＣ・ＴＶは時間を決め
て、睡眠時間を確保

メモ

２ 仕事の指示を聞く際に

①説明だけでは混乱、
メモが苦手な人も･･

①マニュアルや指示書を目で
見て分かるように示す
またゆっくり説明する

説明を聞くのとメモを取るのと
同時は無理だよー！

②指示されていないこと
の推測が苦手な人も･･

③些細なことに気を取ら
れてしまい、指示に集中
できない人も･･

③つまずいた点は必ず質問す
るよう促す

「何かあったら相談して」の
「何か」って何だろう？

みんな上司が指示しなかった
ことがなんで分かるの？

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②やって欲しいことは具体的
に伝える

メモ

２ 

★相談・評価場面でリーフレットを使い、利用者の特性

上、職場で起こる可能性があることについてチェックし

たり、メモ欄に対応方法や配慮事項等を記載しておきま

す。 

企業は受入れ時にこれらをふまえることで、職場不適

応のリスクを軽減させることができます。就労支援者が

相談・評価のツールとして活用することで、利用者の自

己理解の促進にも役立ちます。 

★支援者は企業に対して、発達障害のある方の受入れ後、

職場適応や生活面での安定を図るため支援機関を利用し

ていただくことをお勧めします。 

その際にリーフレットを使い、支援機関の連絡先等の情

報を提供し、フォロー体制を明確にすることで企業に安心

感を与えます。相談・評価場面では、そのことを利用者と

確認して支援機関連絡先等を記載していきます。 

 

利用者 
支援者 

①相談・評価場面 ②作成 

支援者 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ポイント☆ 

企業は発達障害のある方にどのような仕事をさせたらよいか悩んでいます。利用者を送り出す際には、

なるべく受入れ企業の職務をイメージして、セールスポイントがいかせる仕事の提案ができると良いで

しょう。苦手なことや配慮点ばかり伝えてしまうと、企業側は負担を感じてしまいますので、チェック

やメモ欄を有効活用して、最初は「これだけは最低限おさえておいてほしい」という配慮点に絞って伝

えていき、その後、継続的に支援を行う中で他の側面についても徐々に理解が進むようにかかわってい

きます。特性情報をしぼり込むためリーフレットの補助シート「○○さんの支援ポイント」を利用する

こともできます。 

 

「発達障害のある方はこんなことで困っています･･･

出勤

★やるべき仕事、理由、手順、役割分担を明確にする

★思わぬところで悩んでいることがあるのでコミュニケーションを大切に

★ルールや決まりを大切にするので変更がある時は前もって伝えておく

★良い評価は良い仕事につながる。

★注意や指示は遠慮無く、落ち着いて具体的に

力を発揮して貰うためには･･

発達障害のある社員さんの1日

仕事
開始

新しい仕事
発生！

職場での１０の疑問に答えます！」①

は

支援ポイントです。

１ 出勤の際に

①朝の準備、段取りが
下手な人も･･

①出勤の準備は毎日 同じく、
最低限に

財布？携帯？昨日 カバンか
ら出してどこにおいたっけ！

②就寝・起床が遅くなり、
遅刻してしまうことも･･

③出社に不安の
ある人も･･

③本人の悩みどころ
の聞き取りを

また仕事失敗しちゃうかも･･
きつく言われなければいいな

ついついインターネットに
熱中しちゃって

解決法
例えば本人はこんなこ
とを悩んでいますつまづきやすい問題

②夜のＰＣ・ＴＶは時間を決め
て、睡眠時間を確保

メモ

２ 仕事の指示を聞く際に

①説明だけでは混乱し、
メモが苦手な人も･･

①マニュアルや指示書を目で
見て分かるように示す。また
ゆっくり説明する。

説明を聞くのとメモを取るのと
同時は無理だよー！

②指示されていないこと
の推測が苦手な人も･･

③些細なことに気を取ら
れてしまい、指示に集中
できない人も･･

③つまづいた点は必ず質問さ
せる。

「何かあったら相談して」の
「何か」って何だろう

みんな上司が指示しなかった
ことがなんで分かるの？

解決法
例えば本人はこんなこ
とを悩んでいますつまづきやすい問題

②やって欲しいことは具体的
に伝える。

メモ

利用者 

③面接場面 

企業 
支援者 

④受入れ後 

企業 
利用者 

支援者 

３ 

強み

弱み強み

強み 弱み弱み

発達障害とは？

雇用管理に少しの工夫があれば、発達障害のある方の特徴を職業上の強みとして生かすことができます。

例えば・・・

など・・・

発達障害のある方は、様々な業務で力を発揮しています

コンピューター・プログラミング、ソフトウェアの検証、翻訳

ウェブサイトのデザイン、社内報作成

物流倉庫での仕分け、工場の設備点検

「発達障害」には、次の様な種類があります。

障害の原因は「脳機能のアンバランスさの問題」と考えられています。生来性あるいは生後早期に生じ、成長過程ではっきりとしていきます。

発言や行動について、周囲からは「行動・考え方が独特」「能力の偏りがある」、というように映ることがありますが、性格や怠慢によるもので
はありません。また、しつけ、環境、経験不足などの問題でもありません。

社会性・想像力・コミュニケーションの三つの側面に独特な特徴を持っている方が多いほか、不注意、衝動性、多動性、感覚過敏、運動や
読み、書き、計算の苦手さといった特徴を有している方もいます。
どんな能力に障害があるか、どの程度かは個人個人で異なります。また、環境要因によって強みになることも、弱みになることもあります。

★ 自閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達障害
★ 注意欠陥多動性障害
★ 学習障害
★ その他これに類する脳機能の障害であって、

その症状が通常低年齢に発現するもの･ 生まれつきのもの

「発達障害者支援法」より

障害の原因は？

発達障害の特性

広汎性発達障害

自閉症
アスペルガー症候群

注意欠陥多動性障害 ADHD

学習障害 LD

いくつかの特徴が重なり合っている場合があります。

※知的発達の遅れが
ある方もいます

データ入力、スキャニング、ファイリング

・熟語や専門用語の知識が豊富

・常識にとらわれず発想が自由

・細かいことによく気がつく

社会性の特徴

コミュニケーションの特徴 想像力の特徴

専門知識が生かせる

ルーチンワークに地道に取り組む力を生かせる

独特な発想・感性を生かせる

正確さや厳密さを生かせる

【不注意】 ・注意し続けることが難しい、または集中し過ぎる ・忘れ物が多い

【衝動性】 ・行動力がある ・思ったことをすぐに言い、失言しやすい

【多動性】 ・多方面に目が向く ・極度に活動的でじっとしていられない、多弁

【感覚過敏】 ・特定の感覚（五感等）が過敏、または鈍感

【運動の苦手さ】 ・動作がぎこちない、運動が苦手、不器用

その他

※「強み」・「弱み」の各事項は
対照的に表現しています。

・年齢や立場にとらわれず公平に考える、
ルールを重んじる、誠実

・常識にとらわれず発想が自由

・人に流されにくくマイペース

・細かいことによく気を配る、謙虚

・正直すぎる、融通が利きにくい、立場を
気にせずトラブルになることがある

・常識不足と言われることがある

・協調性が少ない、相手の気持ちが分か
らないことがある

・相手の顔色を過剰に心配する

・熟語や専門用語への関心が高い、
知識が豊富な場合がある

・言葉を正確に使おうとする気持ち
が強い

・言葉の理解が素直

・興味のあることは一生懸命話す

・言葉どおりに理解する、はっきり
言われないと気づきにくい

・気持ちや言いたいことがうまく言え
ない、説明が回りくどくなりやすい

・表現が独特で堅苦しい、
またはくだけ過ぎた話し方になる

・会話が一方的になることや、相手
の表情や動作に気づかないこと
がある

・興味や関心が狭く深い、興味が
あるとこつこつと取り組める

・見通しのついたことだと力を
発揮しやすい

・いつも通りの秩序や予定を
重んじる、こだわりがある

・細かいことや特定のことによく
気がつく

・興味が偏りやすい、みんなが
好きなことに合わせるのが苦手

・新しいこと、応用すること、臨機
応変に対応することが苦手

・予定外のことへの焦りが強い、
気持ち・考え・行動の切り替え
が苦手

・全体を把握するのが苦手

・興味があるとこつこつ取り組める、
いつも通りの秩序や予定を重んじる

★企業での面接においてリーフレットを活用することで、発

達障害のある本人の状況を的確に伝えると共に、一般的な発

達障害の特性（強みや弱み）、力が発揮できる職務等について

も情報提供していくことができます。 

 ご本人にかかるオリジナルの記載内容は、受入れ後、現場

の担当者にも情報共有してもらい、困りごとが起きた時の対

処方法の参考にしていただくことができます。 

１ 求職者について

ハローワークの専門援助部門に登録している発達障害の
ある方は、「精神障害者保健福祉手帳」や「療育手帳」などの
「障害者手帳」を取得している場合があります。

発達障害のある方は、知的障害を伴う場合は「療育
手帳」、知的障害を伴わない場合には「精神障害者保健
福祉手帳」の取得を検討することができます。

３ 業務のマッチングのために

雇用前に職場実習 （支援機関の

制度）を行い、職業適性や障害特性を
把握することが有効です。

４ 活用できる制度について

「ジョブコーチ支援」や「助成金」などの支援

制度があります。（活用にあたっては一定の要件
を満たす必要があります。）

また、障害者手帳を取得している方を採用した
場合、障害者雇用率にカウントされます。

２ 障害特性を理解するために

求職者の了承を得た上で、本人をよく知る
支援機関に、面接に同行してもらうことが有
効です。

５ 雇用管理のために

事業主だけでは解決しにくい問題や悩みごとは、就労
支援機関、医療機関、必要に応じて家族などと連携して
解決を図ることが有効です。

人的支援の活用が効果的です

採用時に職場環境を調整する際や、採用後に困ったこと
が起きた場合、ジョブコーチ支援などの人的支援により、
事業所の状況や各個人の障害特性を踏まえた助言・援
助を得ることができます。

継続雇用へ

～雇用のステップ～発達障害のある方の雇用のために

面接

職場実習

採用

求人

★発達障害のある方を雇用する場合に、どういったステ

ップを経て、どのようなサポートが得られるのか分から

ないという企業も見られます。支援者はリーフレットを

活用し、具体的なステップを示して、継続雇用までのイ

メージを持てるようにアドバイスしていきます。それぞ

れの段階にあわせて様々なサポートを得られることを伝

え、発達障害のある方の雇用促進・雇用継続を促します。



リーフレットの全体構成

「発達障害のある方はこんなことで困っています･･･

退勤

職場での１０の疑問に答えます！」④

隣のビルから
工事の音が！

力を発揮して貰うためには･･

刺激を少なく、集中できる環境を用意してあげるととても良い

気疲れしやすいので時々ブレイクを

１人でいるのが好きな人も多いので、そっとしておいても良い

得意な仕事を見つけよう

メモやマニュアルが記憶を助けます

就労支援を利用して、職場外のフォローを頼もう

それぞれの項目に
ついて、当てはま
る人、当てはまらな
い人がいます。
個々の発達障害の
ある方の状況にあ
わせてかかわって
いくことが大切です。

仕事終了

９ 音・におい・光について

①大きな音や人の話声
に敏感な人も・・

①静かな環境で仕事を、耳栓
やヘッドホンの活用

大きな声を聞いていると、
責められている感じがする・・

②においが気になって
集中できない人も･･

③部屋の明かりの強さ
に敏感な人も･･

③サングラスの着用、休憩を
入れる、場合により仕事場の変
更も検討

疲れてくると益々気になるな・・
この部屋の明かり

他の人は気にならないって言う
けど何でだろう～

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②マスクの着用、休憩を入れ
る、場合により仕事場の変更
も検討

メモ

１０ 仕事の切り上げ方

①仕事の切れ目に関係
なく帰ってしまう人も･

①１日の仕事の終わりの目安
をつける

仕事途中だけど、 残業は良く
ないから、 また明日・・

②仕事が終わるまで続
けてしまう人も･･

③上司に相談するタイミン
グをつかめない人も･･

③終業時間には上司か代行者
への報告を徹底する

忙しそうにしているから今日は
もういいか・・

どれ位かかるか分からないけど・・
終わっていないから続けよう

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②１日の仕事の終わりの目安
をつける

メモ

昼休み

職場での１０の疑問に答えます！」③

「発達障害のある方はこんなことで困っています･･･

６ 休憩時間の過ごし方

①空いている時間をどう過ご
して良いか分からない人も･･

①休憩時間の過ごし方を
決めておく

自由に過ごすって･･
じゃあ何してもいいのかな？

②何を話してよいのか分
からず、上司や同僚との
雑談が苦手な人も･･

③人が多いとうまくリフ
レッシュできない人も･･

③休憩時間を他の人と
ずらしてとれるようにする

会社にいるだけで仕事も休憩も
すごく緊張する！

話が上手に出来ないと、必要
ないと思われちゃうんじゃ・・？

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②無理に雑談に加わらなくて
も良いことを伝えておく

メモ

周りが忙し
そうだぞ！

お客様が
来所！

７ 仕事の状況が変化した時に

①与えられた仕事以外、
自発的に取り組めない人も･･

①手伝う仕事や指示する人の
範囲を決めておく

自分はここまでやれとしか
言われていないからね！

②仕事の変更・中止・
延期に混乱する人も

③些細なことに気を取られ
て、仕事が進まない人も･･

③気になるポイントを早めに
聴き取り、解決をサポート

今言われたことと、前言われた
ことが違うような･･どっちに従う
のが正解？

どうしたらいいんだろう？？

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②変更等は極力事前に予告し
ておく

メモ

８ 人とのかかわりの中で

①名前を忘れてしまう人も･･ ①写真付きの名簿を利用するあの人は前も会っているらしい
けど、よく分からないな

②人の顔を見分けるの
が苦手な人も･･

○○さんって前からこんな顔
だっけ？

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②咄嗟に見分けることが難し
いことを周りが理解しておく

メモ

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

トラブル
発生！

別の仕事も
頼まれた！

職場での１０の疑問に答えます！」②

「発達障害のある方はこんなことで困っています･･･

３ 会話の場面で

①雰囲気や人の都合を
読み取るのが苦手な人も･･

①都合が悪い時は
そのことを本人に伝える

今がチャンスだ！
とにかく全部話さなきゃ

②適切な話題、言葉遣い
を知らない人も･･

③話題に夢中になったり、
他に注意が向き会話が
疎かになることも･･

③話が長くなったり、
脱線した時は止める

言いたいこと言ったけど、自分
だけ話しすぎたかな？

相手が急に怒り出したぞ！
何か悪いことを言ったかな？

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②場面に応じた
かかわり方を教える

メモ

４ 仕事で困った時に

①上司や同僚に迷惑をか
けると思っている人も･･

①報告するタイミングを予め
決めておく

こんなことを言ったら
上司の気分を害すのでは・・

②困ったことをどう表現して
よいか分からない人も･･

③自分から話しかける
のが苦手な人も･･

③時折周りから様子を伺うよ
うにする

自分の要件で時間を使わせる
のは申し訳ない

えーと･･何をどう説明しようか

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②報告の要点をメモやメール
にして伝えるよう促す

メモ

５ 仕事が滞ってきた時に

①優先順位をつけるのが
苦手な人も･･

①優先順位を明確に伝えるあれもやってこれもやって・・
あー順番が分からない！

②マニュアルの活用が
苦手な人も･･

③手先が不器用な人も･･ ③手先を使った仕事は避ける細かい仕事は加減がちょっと
難しいな～

文字だけだとよく
分かりにくいな

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②図や写真・動画等、本人の理解
しやすい方法でマニュアル作成

メモ

「発達障害のある方はこんなことで困っています･･･

出勤

★やるべき仕事、理由、手順、役割分担を明確にする

★思わぬところで悩んでいることがあるのでコミュニケーションを大切に

★ルールや決まりを大切にするので変更がある時は前もって伝えておく

★良い評価は良い仕事につながる

★注意や指示は遠慮無く、落ち着いて、具体的に

力を発揮して貰うためには･･

発達障害のある社員さんの1日

仕事
開始

新しい仕事
発生！

職場での１０の疑問に答えます！」①

は

支援ポイントです。

１ 出勤の際に

①朝の準備、段取り
が下手な人も･･

①出勤の準備は毎日同じく、
最低限に

財布？携帯？昨日カバンから
出してどこにおいたっけ！

②就寝・起床が遅く
なり、遅刻してしまう
ことも･･

③出社に不安のある
人も･･

③本人の悩みどころ
の聞き取りをする

また仕事失敗しちゃうかも･･
きつく言われなければいいな

ついついインターネットに
熱中しちゃって

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②夜のＰＣ・ＴＶは時間を決め
て、睡眠時間を確保

メモ

２ 仕事の指示を聞く際に

①説明だけでは混乱、
メモが苦手な人も･･

①マニュアルや指示書を目で
見て分かるように示す
またゆっくり説明する

説明を聞くのとメモを取るのと
同時は無理だよー！

②指示されていないこと
の推測が苦手な人も･･

③些細なことに気を取ら
れてしまい、指示に集中
できない人も･･

③つまずいた点は必ず質問す
るよう促す

「何かあったら相談して」の
「何か」って何だろう？

みんな上司が指示しなかった
ことがなんで分かるの？

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②やって欲しいことは具体的
に伝える

メモ

支援機関メモ

採用から職場定着まで、疑問については支援機関にご相談されることが効果的です。

地域によって支援機関や支援のネットワークの状況は様々ですので、ご確認ください。

発達障害のある方の就労に関する支援機関 電話番号 メモ

ハローワーク

地域障害者職業センター

発達障害者支援センター

医療機関

障害者就業・生活
支援センター

家 族

本人

企業

就労に関する支援

生活に関する支援

発達障害のある方の就労・生活・療育
等 にかかる全般的な相談機関
各都道府県に１ヵ所以上設置されている

発達障害のある方の職業相談・職業紹介、
事業主に対する指導・支援を実施している
相談機関

発達障害のある方の職業生活に
かかる相談・支援機関
各都道府県に１ヵ所（北海道・
東京・愛知・大阪・福岡には
支所も設置）設置されている

発達障害のある方の就業・生活の
双方にかかる相談・支援機関
全国各地に設置されている

発達障害の診断、二次障害による
精神疾患等の治療にかかわる

支援機関名 担当者名

住所
〒

電話番号

発達障害のある方の就労に関する支援機関

強み

弱み強み

強み 弱み弱み

発達障害とは？

雇用管理に少しの工夫があれば、発達障害のある方の特徴を職業上の強みとして生かすことができます。
例えば・・・

など・・・

発達障害のある方は、様々な業務で力を発揮しています

コンピューター・プログラミング、ソフトウェアの検証、翻訳

ウェブサイトのデザイン、社内報作成

物流倉庫での仕分け、工場の設備点検

「発達障害」には、次の様な種類があります。

障害の原因は「脳機能のアンバランスさの問題」と考えられています。生来性あるいは生後早期に生じ、成長過程ではっきりとしていきます。
発言や行動について、周囲からは「行動・考え方が独特」「能力の偏りがある」、というように映ることがありますが、性格や怠慢によるもので
はありません。また、しつけ、環境、経験不足などの問題でもありません。

社会性・想像力・コミュニケーションの三つの側面に独特な特徴を持っている方が多いほか、不注意、衝動性、多動性、感覚過敏、運動や
読み、書き、計算の苦手さといった特徴を有している方もいます。
どんな能力に障害があるか、どの程度かは個人個人で異なります。また、環境要因によって強みになることも、弱みになることもあります。

★ 自閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達障害
★ 注意欠陥多動性障害
★ 学習障害
★ その他これに類する脳機能の障害であって、

その症状が通常低年齢に発現するもの･ 生まれつきのもの

「発達障害者支援法」より

障害の原因は？

発達障害の特性

広汎性発達障害

自閉症
アスペルガー症候群

注意欠陥多動性障害 ADHD

学習障害 LD

いくつかの特徴が重なり合っている場合があります。

※知的発達の遅れが
ある方もいます

データ入力、スキャニング、ファイリング

・熟語や専門用語の知識が豊富

・常識にとらわれず発想が自由

・細かいことによく気がつく

社会性の特徴

コミュニケーションの特徴 想像力の特徴

専門知識が生かせる

ルーチンワークに地道に取り組む力を生かせる

独特な発想・感性を生かせる

正確さや厳密さを生かせる

【不注意】 ・注意し続けることが難しい、または集中し過ぎる ・忘れ物が多い

【衝動性】 ・行動力がある ・思ったことをすぐに言い、失言しやすい

【多動性】 ・多方面に目が向く ・極度に活動的でじっとしていられない、多弁

【感覚過敏】 ・特定の感覚（五感等）が過敏、または鈍感

【運動の苦手さ】 ・動作がぎこちない、運動が苦手、不器用

その他

※「強み」・「弱み」の各事項は
対照的に表現しています。

・年齢や立場にとらわれず公平に考える、
ルールを重んじる、誠実

・常識にとらわれず発想が自由

・人に流されにくくマイペース

・細かいことによく気を配る、謙虚

・正直すぎる、融通が利きにくい、立場を
気にせずトラブルになることがある

・常識不足と言われることがある

・協調性が少ない、相手の気持ちが分か
らないことがある

・相手の顔色を過剰に心配する

・熟語や専門用語への関心が高い、
知識が豊富な場合がある

・言葉を正確に使おうとする気持ち
が強い

・言葉の理解が素直

・興味のあることは一生懸命話す

・言葉どおりに理解する、はっきり
言われないと気づきにくい

・気持ちや言いたいことがうまく言え
ない、説明が回りくどくなりやすい

・表現が独特で堅苦しい、
またはくだけ過ぎた話し方になる

・会話が一方的になることや、相手
の表情や動作に気づかないこと
がある

・興味や関心が狭く深い、興味が
あるとこつこつと取り組める

・見通しのついたことだと力を
発揮しやすい

・いつも通りの秩序や予定を
重んじる、こだわりがある

・細かいことや特定のことによく
気がつく

・興味が偏りやすい、みんなが
好きなことに合わせるのが苦手

・新しいこと、応用すること、臨機
応変に対応することが苦手

・予定外のことへの焦りが強い、
気持ち・考え・行動の切り替え
が苦手

・全体を把握するのが苦手

・興味があるとこつこつ取り組める、
いつも通りの秩序や予定を重んじる

④発達障害のある方の

就労に関する支援機関

発達障害のある本人・企

業が利用できる支援機関

の連絡先等を示す際に使

います。 

⑤発達障害のある方は

こんなことで困っています。 

利用者本人が職場でつまずきやす

い点を具体的に伝えて、企業の理解

と配慮を求める際に使います。 

４ 

＜補助シート＞ 

○○さんの

支援ポイント 

情報を集約して簡単に

示したい場合は、補助

シートを活用します。

（web 版でのみ掲載

しています） 

P５ 作成ポイント１ 参照 

P５ 作成ポイント１ 参照 

P６ 作成ポイント２ 参照 

④②

③①

②発達障害とは？

一般的な発達障害の特性

について説明する際に使

います。 

さんの支援ポイント

つまずきやすい点（１）

支援ポイント

つまずきやすい点（２）

支援ポイント

つまずきやすい点（３）

支援ポイント

力を発揮できること

年 月 日

に く 上 で・・・

職場定着へ

雇用のため
の援護制度
を活用する

障害の特性を知ることから、

支援方法まで

職場での疑問や課題に

お答えします！

使い方は障害者職業総合センター 職業センターのページから・・

職場で
現れやすい
行動・特徴
を理解する

地域の
支援機関を
活用する

特性を
踏まえて
対応する

障害特性を
理解する

① 表 紙

１ 求職者について

ハローワークの専門援助部門に登録している発達障害の
ある方は、「精神障害者保健福祉手帳」や「療育手帳」などの
「障害者手帳」を取得している場合があります。

発達障害のある方は、知的障害を伴う場合は「療育
手帳」、知的障害を伴わない場合には「精神障害者保健
福祉手帳」の取得を検討することができます。

３ 業務のマッチングのために

雇用前に職場実習 （支援機関の

制度）を行い、職業適性や障害特性を
把握することが有効です。

４ 活用できる制度について

「ジョブコーチ支援」や「助成金」などの支援

制度があります。（活用にあたっては一定の要件
を満たす必要があります。）

また、障害者手帳を取得している方を採用した
場合、障害者雇用率にカウントされます。

２ 障害特性を理解するために

求職者の了承を得た上で、本人をよく知る
支援機関に、面接に同行してもらうことが有
効です。

５ 雇用管理のために

事業主だけでは解決しにくい問題や悩みごとは、就労
支援機関、医療機関、必要に応じて家族などと連携して
解決を図ることが有効です。

人的支援の活用が効果的です

採用時に職場環境を調整する際や、採用後に困ったこと
が起きた場合、ジョブコーチ支援などの人的支援により、
事業所の状況や各個人の障害特性を踏まえた助言・援
助を得ることができます。

継続雇用へ

～雇用のステップ～発達障害のある方の雇用のために

面接

職場実習

採用

求人

③発達障害のある方の

雇用のために 

発達障害のある方の雇用

のために利用できる制度

を説明する際に使います。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援機関メモ

採用から職場定着まで、疑問については支援機関にご相談されることが効果的です。

地域によって支援機関や支援のネットワークの状況は様々ですので、ご確認ください。

発達障害のある方の就労に関する支援機関 電話番号 メモ

ハローワーク

地域障害者職業センター

発達障害者支援センター

医療機関

障害者就業・生活
支援センター

家 族

本人

企業

就労に関する支援

生活に関する支援

発達障害のある方の就労・生活・療育
等 にかかる全般的な相談機関
各都道府県に１ヵ所以上設置されている

発達障害のある方の職業相談・職業紹介、
事業主に対する指導・支援を実施している
相談機関

発達障害のある方の職業生活に
かかる相談・支援機関
各都道府県に１ヵ所（北海道・
東京・愛知・大阪・福岡には
支所も設置）設置されている

発達障害のある方の就業・生活の
双方にかかる相談・支援機関
全国各地に設置されている

発達障害の診断、二次障害による
精神疾患等の治療にかかわる

支援機関名 担当者名

住所
〒

電話番号

発達障害のある方の就労に関する支援機関

５ 

作成ポイント１ リーフレットの記入 

支援機関メモ 

発達障害のある利用者にかかわりのある

支援機関について企業に情報提供する目的

で記載します。受入れ後に企業が対処に困っ

た時に、必要な支援機関に連絡を入れていた

だきます。 

支援機関メモを充実させるためには日頃

から利用者を取り巻く支援ネットワークを

構築していくことが必要になりますが、雇用

支援を進める中で徐々に支援の輪を広げて、

支援機関メモに新たな支援機関を加筆して

いただくと良いでしょう。表中のメモ欄には

支援機関の担当者名、利用時間等を記載して

いくことが考えられます。 

リーフレットを作成、発出した支援機

関名等を記載していきます。 

「発達障害のある方はこんなことで困っています･･･

出勤

★やるべき仕事、理由、手順、役割分担を明確にする

★思わぬところで悩んでいることがあるのでコミュニケーションを大切に

★ルールや決まりを大切にするので変更がある時は前もって伝えておく

★良い評価は良い仕事につながる

★注意や指示は遠慮無く、落ち着いて、具体的に

力を発揮して貰うためには･･

発達障害のある社員さんの1日

仕事
開始

新しい仕事
発生！

職場での１０の疑問に答えます！」①

は

支援ポイントです。

１ 出勤の際に

①朝の準備、段取り
が下手な人も･･

①出勤の準備は毎日同じく、
最低限に

財布？携帯？昨日カバンから
出してどこにおいたっけ！

②就寝・起床が遅く
なり、遅刻してしまう
ことも･･

③出社に不安のある
人も･･

③本人の悩みどころ
の聞き取りをする

また仕事失敗しちゃうかも･･
きつく言われなければいいな

ついついインターネットに
熱中しちゃって

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②夜のＰＣ・ＴＶは時間を決め
て、睡眠時間を確保

メモ

２ 仕事の指示を聞く際に

①説明だけでは混乱、
メモが苦手な人も･･

①マニュアルや指示書を目で
見て分かるように示す
またゆっくり説明する

説明を聞くのとメモを取るのと
同時は無理だよー！

②指示されていないこと
の推測が苦手な人も･･

③些細なことに気を取ら
れてしまい、指示に集中
できない人も･･

③つまずいた点は必ず質問す
るよう促す

「何かあったら相談して」の
「何か」って何だろう？

みんな上司が指示しなかった
ことがなんで分かるの？

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②やって欲しいことは具体的
に伝える

メモ

つまずきやすい点 

発達障害のある利用者にとって職場にお

いて課題となりそうな点は、チェックボック

スにレ点を入れていきます。 

 
メモ 

つまずきやすい点に関連する事項（類似の

課題、課題のより詳しい状況等）や個々の対

象者にあわせた課題の対処方法、配慮事項等

を記載します。問題点ばかりの羅列にならな

いように、利用者が努力していることや、長

所等を記載していっても良いでしょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「発達障害のある方はこんなことで困っています･･･

出勤

★やるべき仕事、理由、手順、役割分担を明確にする

★思わぬところで悩んでいることがあるのでコミュニケーションを大切に

★ルールや決まりを大切にするので変更がある時は前もって伝えておく

★良い評価は良い仕事につながる

★注意や指示は遠慮無く、落ち着いて、具体的に

力を発揮して貰うためには･･

発達障害のある社員さんの1日

仕事
開始

新しい仕事
発生！

職場での１０の疑問に答えます！」①

は

支援ポイントです。

１ 出勤の際に

①朝の準備、段取り
が下手な人も･･

①出勤の準備は毎日同じく、
最低限に

財布？携帯？昨日カバンから
出してどこにおいたっけ！

②就寝・起床が遅く
なり、遅刻してしまう
ことも･･

③出社に不安のある
人も･･

③本人の悩みどころ
の聞き取りをする

また仕事失敗しちゃうかも･･
きつく言われなければいいな

ついついインターネットに
熱中しちゃって

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②夜のＰＣ・ＴＶは時間を決め
て、睡眠時間を確保

メモ

２ 仕事の指示を聞く際に

①説明だけでは混乱、
メモが苦手な人も･･

①マニュアルや指示書を目で
見て分かるように示す
またゆっくり説明する

説明を聞くのとメモを取るのと
同時は無理だよー！

②指示されていないこと
の推測が苦手な人も･･

③些細なことに気を取ら
れてしまい、指示に集中
できない人も･･

③つまずいた点は必ず質問す
るよう促す

「何かあったら相談して」の
「何か」って何だろう？

みんな上司が指示しなかった
ことがなんで分かるの？

解決法
例えば本人はこんな
ことを悩んでいますつまずきやすい点

②やって欲しいことは具体的
に伝える

メモ

強み

弱み強み

強み 弱み弱み

発達障害とは？

雇用管理に少しの工夫があれば、発達障害のある方の特徴を職業上の強みとして生かすことができます。

例えば・・・

など・・・

発達障害のある方は、様々な業務で力を発揮しています

コンピューター・プログラミング、ソフトウェアの検証、翻訳

ウェブサイトのデザイン、社内報作成

物流倉庫での仕分け、工場の設備点検

「発達障害」には、次の様な種類があります。

障害の原因は「脳機能のアンバランスさの問題」と考えられています。生来性あるいは生後早期に生じ、成長過程ではっきりとしていきます。

発言や行動について、周囲からは「行動・考え方が独特」「能力の偏りがある」、というように映ることがありますが、性格や怠慢によるもので
はありません。また、しつけ、環境、経験不足などの問題でもありません。

社会性・想像力・コミュニケーションの三つの側面に独特な特徴を持っている方が多いほか、不注意、衝動性、多動性、感覚過敏、運動や
読み、書き、計算の苦手さといった特徴を有している方もいます。
どんな能力に障害があるか、どの程度かは個人個人で異なります。また、環境要因によって強みになることも、弱みになることもあります。

★ 自閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達障害
★ 注意欠陥多動性障害
★ 学習障害
★ その他これに類する脳機能の障害であって、

その症状が通常低年齢に発現するもの･ 生まれつきのもの

「発達障害者支援法」より

障害の原因は？

発達障害の特性

広汎性発達障害

自閉症
アスペルガー症候群

注意欠陥多動性障害 ADHD

学習障害 LD

いくつかの特徴が重なり合っている場合があります。

※知的発達の遅れが
ある方もいます

データ入力、スキャニング、ファイリング

・熟語や専門用語の知識が豊富

・常識にとらわれず発想が自由

・細かいことによく気がつく

社会性の特徴

コミュニケーションの特徴 想像力の特徴

専門知識が生かせる

ルーチンワークに地道に取り組む力を生かせる

独特な発想・感性を生かせる

正確さや厳密さを生かせる

【不注意】 ・注意し続けることが難しい、または集中し過ぎる ・忘れ物が多い

【衝動性】 ・行動力がある ・思ったことをすぐに言い、失言しやすい

【多動性】 ・多方面に目が向く ・極度に活動的でじっとしていられない、多弁

【感覚過敏】 ・特定の感覚（五感等）が過敏、または鈍感

【運動の苦手さ】 ・動作がぎこちない、運動が苦手、不器用

その他

※「強み」・「弱み」の各事項は
対照的に表現しています。

・年齢や立場にとらわれず公平に考える、
ルールを重んじる、誠実

・常識にとらわれず発想が自由

・人に流されにくくマイペース

・細かいことによく気を配る、謙虚

・正直すぎる、融通が利きにくい、立場を
気にせずトラブルになることがある

・常識不足と言われることがある

・協調性が少ない、相手の気持ちが分か
らないことがある

・相手の顔色を過剰に心配する

・熟語や専門用語への関心が高い、
知識が豊富な場合がある

・言葉を正確に使おうとする気持ち
が強い

・言葉の理解が素直

・興味のあることは一生懸命話す

・言葉どおりに理解する、はっきり
言われないと気づきにくい

・気持ちや言いたいことがうまく言え
ない、説明が回りくどくなりやすい

・表現が独特で堅苦しい、
またはくだけ過ぎた話し方になる

・会話が一方的になることや、相手
の表情や動作に気づかないこと
がある

・興味や関心が狭く深い、興味が
あるとこつこつと取り組める

・見通しのついたことだと力を
発揮しやすい

・いつも通りの秩序や予定を
重んじる、こだわりがある

・細かいことや特定のことによく
気がつく

・興味が偏りやすい、みんなが
好きなことに合わせるのが苦手

・新しいこと、応用すること、臨機
応変に対応することが苦手

・予定外のことへの焦りが強い、
気持ち・考え・行動の切り替え
が苦手

・全体を把握するのが苦手

・興味があるとこつこつ取り組める、
いつも通りの秩序や予定を重んじる

さんの支援ポイント

つまずきやすい点（１）

支援ポイント

つまずきやすい点（２）

支援ポイント

つまずきやすい点（３）

支援ポイント

力を発揮できること

年 月 日

 

 

 

 

・興味や関心が狭く深い、興味が
あるとこつこつと取り組める

・見通しのついたことだと力を
発揮しやすい

・いつも通りの秩序や予定を
重んじる、こだわりがある

・細かいことや特定のことによく気が
つく

・興味が偏りやすい、みんなが
好きなことに合わせるのが苦手

・新しいこと・応用すること・臨機
応変に対応することが苦手

・予定外のことへの焦りが強い、
気持ち・考え・行動の切り替えが
苦手

・全体を把握するのが苦手

強み 弱み

想像力の特徴

 

・指示書を示していただいたり、見本があると理解が早いです 

・混乱した時は 5 分程休憩を設定して下さい 

・説明だけでは混乱しやすく、メモを取るのが苦手です 

・仕事の手順が明確なものは集中して正確な仕事ができます 

・ ミスや不具合を確認することが得意で、数字のチェックが      

正確です 

２ 仕事の指示を聞く際に

①説明だけでは混乱し、
メモが苦手な人も･･

①マニュアルや指示書を目で
見て分かるように示す。また
ゆっくり説明する。

説明を聞くのとメモを取るのと
同時は無理だよー！

②指示されていないこと
の推測が苦手な人も･･

③些細なことに気を取ら
れてしまい、指示に集中
できない人も･･

③つまづいた点は必ず質問さ
せる。

「何かあったら相談して」の
「何か」って何だろう

みんな上司が指示しなかった
ことがなんで分かるの？

解決法
例えば本人はこんなこ
とを悩んでいますつまづきやすい問題

②やって欲しいことは具体的
に伝える。

メモ 口頭の説明が続くと混乱しやすいので、目で見てわかるように見本を見せ

ていただくと理解が早いです。混乱した時は5分ほど休憩をいただければ

また集中して仕事ができます。

① 力を発揮できることは・・ 

「発達障害とは？」に記載された【強み】や相談・評価において

把握されたセールスポイント等を中心に記載していきます。 

②つまずきやすい点、 

支援ポイントは・・ 

「発達障害のある方はこんなことで

困っています」に記載されたつまずき

やすいポイント、解決法、メモ欄を参

考に記載していきます。 

６ 

作成ポイント２ （補助シートの記入） 



企業への情報提供に際して留意すること 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補

助シ

このリーフレットはページによって情報の種類が異なっており、これは全ての情報を一度に提供

するのではなく、企業にとって必要な情報について、企業が知りたいタイミングで提供することを

意図しています。整理された情報をタイミングよく受け取れることができると、企業側も無理なく

雇用の方策について検討できます。 

               

発達障害を理解するために２        

～就労支援者のためのハンドブック～ 
 

発達障害のある方の雇用・職場適応に向けた事業主支援を行う上

で必要な知識等を網羅したものです。 

リーフレットの内容について、より詳細に記載しておりますの

で、ハンドブックを通じて知識を得ておくことで、さらに質の高い

事業主支援を行うことができます。 

リーフレットとあわせてぜひ、ハンドブックも活用下さい。 

 企業の当面のニーズを無視して、一度にたくさんの情報を提供すると企業側は混乱してしまいま

す。特に障害特性や配慮事項等、職場適応に必要な情報は企業の受入れ体制を見ながら、タイミン

グ良く情報提供しないと、発達障害のある方の受入れに抵抗感を抱きかねません。 

 

混乱 

たくさんの情報を一方的に提供 

 

安心 

整理された情報をタイミング良く提供 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
障害者職業総合センター

障害者職業総合センター職業センター

支援マニュアル No.7

企業担当者 

企業担当者 

７ 

支援機関について 発達障害について 雇用援護制度  

について 


